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-研究の要約一一一一一一
j 第1・2学年では，加法及び減法についての理解を深めるために口が取り上げられている。 l
j第3学年では，未知の数量を表す記号として，口などの記号について学習する。さらに，第4:
j学年では，ロやムを変量を表す記号として，第5学年ではそれをより深める学習が位置付けら!
!れている。そして，第6学年では，口やムなどの代わりにaやxなどの文字を用いて式を表し， i
j本格的に文字を使用する中学校数学科へのなだらかな接続を行うことが大切であるとされて j
j いる。そのためには，文字を用いて式で表すことのよさを味わうことのできる素地を養っておj
jく必要があり，口などの記号を使った学習の中で一貫して口などの記号を使って表すことのよj
iさを味わえるような授業づくりが欠かせないと考えられる。 i 
i 本研究では，第3学年「口を使った式Jの実践を通して，記号化を大切にした授業づくりにi
iついて考察を行った。 j 
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1 研究のねらい
本単元では，これまでに，加法及び減法につ
いての理解を深めるために取り上げられてきた
口を，未知の数量を表す記号として学習する。
口などの記号については，第3学年では，未知
の数量を表す記号として，第4学年では，口や
ムを変量を表す記号として，第5学年ではそれ
をより深める学習が位置付けられている。そし
て，第6学年では，ロやムなどの代わりにaや
xなどの文字を用いて式を表し，本格的に文字
を使用する中学校数学科へのなだらかな接続を
行うことが大切であるとされている。そのため
には.aやxなどの文字を用いて式で表すこと
のよさを味わうことのできる素地を養っておく
ことが重要になる。しかし，それは第6学年に
なって味わえるものではなく，それまでの学習
の中で一貫して口などの記号を使って表すこと
のよさを味わえるようにすることが必要にな
る。つまり，第3学年における口を使った式の
学習は，文字を使った式の学習のスタートであ
り，重要な位置付けであるといえる。そこで，
本研究では，第3学年「口を使った式jの実践
を通して，記号化を大切にした授業づくりにつ
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いて考察していきたい。
2 口を使った式の単元における指導の問題
点
本単元で扱う口については，先に述べたよう
に，加法及び減法の理解を深めるために，第1
・2学年の学習の中でも取り上げられている。
この学習の中で，児童の多くは，口を「答えを
書く場所Jとしてとらえている。学習指導要領
においても，指導にあたっては，口などをはじ
めは数を書く場所として扱い，次第に未知の数
量を表す記号として扱うよう記述されている。
これまでの学習において，口を「答えを書く場
所Jととらえている児童にとっては，数を書く
場所から未知の数量を表す記号としてとらえる
ことには大きな段差があると考えられる。
しかし，口を使った式についての教科書の内
容を見ると. 6社とも. rOOの数を口として
式に表しましょうJ r分からない数を口として
式に表しましょうJといった記述がされており，
児童が口を使って式に表す必要感やそのよさを
感じることができにくいと考えられる。口を使
うことを提示するのではなく， r分からない数
をどうやって式に表せばよいか?Jを児童に考
?
えさせたい。 rなぜ，口を使うのか?J rなぜ，
口がよいのか?Jを，児童自身に考えさせるこ
とで，口を未知の数量を表す記号としてとらえ
たり，口を使って式に表すよさを味わったりす
ることができると考える。
また. 5杜の教科書では，口を使った式と言
葉の式の両方が取り上げられている。しかし，
言葉の式から，分からない数(未知の数量)を
口に置き換えるだけでは，口が何の数量を表し
ているのかをとらえることはできるが，口を使
った式のよさを味わうことにつながりにくいと
考える。言葉の式と口を使った式を比較するこ
とにより，口を使った式は，場面が変わっても
用いることができるよさや，数を当てはめやす
いといったよさを児童につかませたい。
さらに，教科書の記述を見ると，口+6など
のオープンフレ}ズで式が示されているのは2
社のみで，残りの4社は口+6=23のような
オープンセンテンスで示されている。オープン
センテンスで示された式は，児童がこれまでに
学習してきた式と同じく，口に当てはまる数を
求めることに目が向きやすくなる。これでは，
口を「数を書く場所Jから「未知の数量を表す
記号Jとしてとらえる段差を乗り越えにくいと
考える。また，オープンフレーズで示されてい
る教科書でも，口に当てはまる数を代えて取り
上げているのは1社のみであった。口は未知の
数量であり，いろいろな数の場合が考えられる
ことを取り上げることで，口を未知の数量を表
す記号としてとらえやすくなると考える。
以上のような問題点を改善するために，本単
元では，分からない数がある時にどうやって式
に表せばよいかを児童自身に考えさせ，口など
の記号を使って式に表す記号化を大切にした授
業づくりをめざしたい。児童が，口などの記号
を使って式に表す必要感をもつことで，未知の
数量を口を使って式に表すと，文脈通りに数量
の関係をとらえることができ，いろいろな場面
で数量の関係をより簡潔に表すことができると
いう口を使って式に表すよさを味わうことがで
きると考えた。
3 記号化を大切にした授業づくりの工夫
記号化を大切にした授業づくりのために.次
のような指導の工夫を考えた。
( 1 )問題場面の設定の工夫
問題場面を「あめが1箱と，ばらで4こあり
ます。あめは全部で何こありますか。Jと設定す
ることにより，口+4というオープンフレーズ
の式に表すことができるようにする。こうする
ことにより，口にいろいろな数が入ることをと
らえやすくなり，これまでの数を書く場所とし
ての口から，未知の数量を表す記号としての意
味をつかみやすくする。
(2)問題提示の工夫
あめが入っている箱を提示することにより，
箱の中のあめの数が分からないことや，いろい
ろな数の場合が考えられることに気付きゃすく
する。さらに，四角い箱を提示することにより，
分からない数をどのように式に表せばよいかを
考える際に，視覚的にも口を使った式に結び付
けやすくする。
(3) 1箱のあめの散を考えさせる工夫
箱に入っているあめの数を児童に考えさせる
ことにより，未知の数量が1つではなく，いろ
いろな数の場合が考えられることに気付きゃす
くする.そうすることで，口を1つの決まった
数が入る場所(答えを書く場所)から，いろい
ろな数を表す記号としてとらえやすくする。
(4)板番の工夫
箱に入っているあめの数を具体的に考え，い
ろいろな数を当てはめであめの数を求める際に，
式を縦に並べて板書するようにする。縦に並べ
ることで，式の共通点や相違点に気付きゃすく
する。 1箱のあめの数(たされる数)と全部の
あめの数(答え)が変わっているという相違点
や，ぱらのあめの数をあわせる+4は変わらな
いといった共通点に目を向けさせることで，分
からない数を式に表すにはどうすればよいかと
いう問題意臓をもちやすくなり，口などの記号
を使って表す必要感が生まれやすくする。
(5)口などの記号を考えさせる工夫
分からない数を式に表すにはどうすればよい
かを考えさせ，口やム.0などの記号を使って
表せばよいことに気付きゃすくする。児童が考
えた記号の中から，いつでも表しやすく，数が
当てはめやすい口などの記号を用いればよいこ
とをとらえさせる。口などの記号を使うことを
提示するのではなく，児童自身に記号で表す必
要感をもたせることで，口などの記号を使って
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表すよさを味わいやすくする。
(6)口やAなどを使った式の工夫
1箱のあめの数(たされる数)が変わると，
全部のあめの数(答え)も変わることに目を向
けさせることで，口+4=.6など， 1箱のあめ
の数(たされる数)だけでなく，全部のあめの
数(答え)についても記号で表す必要感を感じ
やすくする。口や企なrを使った式については，
第4学年で学習する内容であるが，口とAは異
なる数量を表していることや，口が変わるとd.
も変わるといった変量を表す記号の意味，口と
.6に同じ数を入れないなど，第3学年なりにと
らえることができるようにする。限られた学習
内容の中で，系統的な学習を進めていく観点か
ら考えると，第4学年での学習に関連する内容
を，児童の必要感を生かしてスパイラルで学習
することにより，口などの配号を使って式に表
すよさをよりとらえやすくする。
(7)言葉の式と比較する工夫
口などの記号を使った式に表した後で，その
式が何の数量を表しているのかを再度確認する
ことで，口などの記号が表す意味をとらえ直し，
言葉の式を立てやすくする。さらに，口などの
記号を使った式と言葉の式を比較させることで，
言葉の式はあめの場面でしか使えないが，口を
使った式は場面が変わっても使えることや，数
を当てはめやすいといったよさをとらえやすく
する。
4 授業の実際
(1)単元名 第3学年「口を使った式J
(2)単元の目標
-口などの記号を使った式に関心をもち，進ん
で活用しようとしている。
(算数への関心・意欲・態度)
・口なrの記号を使って式に表すことや，口に
当てはまる数の求め方を考えることができる。
(数学的な考え方)
・口なrの記号を使った式に表したり，口に当
てはまる数を求めたりすることができる。
(数量や図形についての技能)
・口などの記号を使った式の表し方や，口に当
てはまる数の求め方がわかる。
(数量や図形についての知識・理解)
(3)指導計画(全4時間)
第1時 口などの記号を使った式の立式【本時1
第2時加法・減法の場面での，口などの記号
を使った式
第3時乗法の場面での，口なrの記号を使っ
た式
第4時 除法の場面での，口などの記号を使つ
た式
(4)本時の目標
・問題場面に分からない数がある時，口などの
記号を使った式に表す表し方を考えることが
できる。(数学的な考え方)
・分からない数がある時，口などの記号を使っ
た式に表せることを理解している。
(数量や図形についての知識・理解)
(5)本時の展開
|1 問題を知り，本時の眼題をつかむ。
本時における指導の工夫①
口+4というオープンフレーズの式に
表すことができる問題設定により，口にい
ろいろな数が入ることをとらえやすくす
る。
本時における指導の工夫②
あめが入っている箱を提示することによ
り，箱の中のあめの数が分からないことや，
いろいろな数の場合が考えられることに気
付きやすくする。
T 箱が1箱あります。何が入っているでしょ
フ。
C おかし。
C クリップ。
T 実は，あめが入っています。でも，籍に入っ
ているあめだけではなくて，ぱらのあめもあ
ります。何個ありますか?
C 4個です。
あE田 園
r 
【問題提示の工夫】
??? ?
できる!
では， 1箱のあめの数を8個から増やして求
めてみましょう。
C 
T 
それでは，今日の問題を書きます。T 
問題
あめが1箱と，ばらで4こあります。
あめは全部で何こありますか。 1箱のあめの散が分からない時の式の
表わし方を考え，話し合う。
3 
それでは， 9個の時はどんな式になりました
か。
9+4=13で13個です。
1 0個の時は?
10+4=14で14個です。
1 1個の時は?
11+4=15で15個です。
1 2個の時は?
12+4=16で16個です。
T 
あめが全部で何倍あるか求められそうです
か。
1箱のあめの数がわからなし、から求められ
ません。
T 
C 
????
本時における指導の工夫③
箱に入っているあめの数を児童に考えさ
せることにより，未知の数量が1つではな
く，いろいろな教の場合が考えられること
に気付きゃすくする。
本時における指導の工夫④
箱に入っているあめの数を具体的に考え，
いろいろな数を当てはめであめの数を求め
る際に，式を縦に並べて板書するようにす
る。縦に並べることで，式の共通点や相違点
に気付きゃすくする。
今，箱のあめの数が， 8個から 12個までの
時の全部のあめの数を求めました。式を見
て，気がついたことはありますか。
1箱のあめの数が1ずつ増えています。
答えの全部のあめの数も 1ずつ増えていま
す。
どの式にも+4があります。
1箱のあめの数と全部のあめの数は変わっ
ているけど， 4をたすのは変わっていませ
ん。
T 
c 
c 
c 
c 
何個入っていそうですか。
5個。
1 0個。
100個。
もっと多いかもしれないし，少ないかもしれ
ない。
いろいろな数がありそうですね。 1箱のあめ
の数がわからないけど，式に表わして求めら
れそうですか。
たし算で求められます。
1箱のあめがわからないけど，たし算で求め
られそうなんですね。それでは，今日はどん
な勉強ができそうですか?
1箱のあめの数がわからない時，どんな式に
したらいいか考えよう。
???
T 
??
C 
[板書の工夫1
-36 -
今， 1箱のあめの教が分からないんだけど，
例えば1箱のあめの数が8偶の時，式に表わ
すことができますか。
8+4=12で12個です。
簡単!
あめの数は8個だけですか?
もっとある!
では， 9個の時は?
求められる!
数がわかれば，簡単!
もっと数が増えても求められますか。
あめの教の求め方を考える。也
T 
C 
????
どんな式になりますか。
口+4=ムという式になります。
口にはどんな教が入りますか。
いろいろな数が入ります。
口だと数が当てはめやすいです。
???
では， +4はこのまま式に表わせますか?
どの式にも+4はあるから，そのまま表わ
せると思います。
??
本時における指導の工夫⑤
分からない数を式に表すにはどうすれば
よいかを考えさせ，口やム， 0などの記号
を使って表せばよいことに気付きやすくす
る。
I児童の/ート】
本時における指導の工夫⑦
口などの記号を使った式に表した後で，
その式が何の数量を表しているのかを再度
確認することで，口などの記号が表す意味
をとらえ直し，言葉の式を立てやすくする。
1箱のあめの数と全部のあめの数はいろい
ろな数が考えられますね。どうやって表わ
せばいいでしょう。
口を使って表わせばいいと思います。
Oを使えばいいと思います。
ムもいいと思います。
交がいいです。
いろいろな記号を使って表わせそうです
ね。どれがよさそうですか。
口やOが簡単に書けそうです。
ムも簡単に書けます。
では，記号を使って，全部のあめの数を求
める式に表わしてみましょう。
T 
???
??
今，口やムを使った式に表わしたけれど，
この口は何を表わしていますか。
口は1箱のあめの数を表しています。
4は何の数ですか。
ぱらのあめの数です。
ムは何を表わしていますか。
全部のあめの数です。
ということは，ことばの式に表わすとどの
ような式になりますか。
1箱のあめの数+ぱらのあめの数=全部の
あめの数です。
口やムの式でも，ことばの式でも表わすこ
とができましたね。 2つの式を見て気がつ
くことはありませんか。
ことばの式は長いです。
口やムの式だと，どんな数でも入ります。
あめの問題だけでなく，いろいろな場面で
も使えそうです。
あめでなく，チョコレートやクッキーの問
題でも使えそうですか。
あめではなくなったら，ことばの式は変わ
るけど，口やムの式は変わりません。
T 
????
本時における指導の工夫⑥
1箱のあめの数(たされる数)が変わる
と，全部のあめの数(答え)も変わること
に目を向けさせることで，口+4=ムなど，
1箱のあめの数(たされる数)だけでなく，
全部のあめの数(答え)についても記号で
表す必要感を感じやすくする。
C 
T 
T 
C 
????
??
口+4=口にしました。
口+4=口だと，口が2回出てくるから，
同じ数に見えます。
1箱のあめの数と全部のあめの数は同じで
すか。
違います。
どうすればよいでしょうか。
違う数だから，違う記号で表したほうがい
いと思います。
口+4=0がいいと思います。
01こすると 0に見えて間違えそうです。
Oと0は似ていますか。
似ている!ややこしい!
だったらOではなくて，ムを使えばいいと
思います。
T 
??
???
c 
c 
14 本時のまとめをする。
T では，今日は1箱のあめの数がわからない
時， (:_.んな式にしたらいいのかを考えまし
た。どうしたらよかったですか。
C 口やムの式にすればいいです。
T 口やムの式に表わすとどんなよいことがあ
りますか。
C どんな数でも入ります。
C 数が当てはめやすいです。
C 他の場面でも使えます。
T わからない数がある時には，口やムの記号
を使うと式に表わすことができましたね。
5 考察
本研究では，第3学年「口を使った式」の実
践を通して，記号化を大切にした授業づくりの
ための工夫について考察した。
子どもは，あめが入っている箱を提示するこ
とにより，箱の中のあめの数がわからないこと
や，いろいろな数の場合が考えられることに気
付くことができた。これまで，数をかく場所と
して認識していた口から，未知数を表す記号と
しての意味をつかみやすくなったと考えられ
る。また，箱に入っているあめの数を具体的に
考えさせ，式を縦に並べて板書することで，式
の共通点や相違点に気付きゃすくなり，わから
ない数を口などの記号を使って表す必要感が生
まれやすくなった。わからない数を表す記号に
ついても児童が考えた記号の中から，いつでも
表しやすく数が当てはめやすいものに高めてい
くことができた。その際，口だけを使うと，同
じ数を表すことになるという児童の気付きか
ら，口と異なる数量を表すムを用いた方がよい
ということもとらえることができた。これは，
第4学年で学習する内容であるが，第3学年の
児童なりに意味をとらえることができたと考え
られる。さらに，口を使った式と言葉の式を比
較させることにより，口を使った式は場面が変
わっても使えることや数を当てはめやすいとい
ったよさに気付かせることができた。口などの
記号を使って式に表すよさをとらえやすくする
ために，児童の必要感を生かして，スパイラル
で学習することは大変有効であったと考えられ
る。
今後も，記号化を大切にした授業づくりの工
夫について，より一層研究を深めていきたい。
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